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区長　ありがとうございます。自然もいい
し、人もよい。生活していくうえで大切な
ものが、板橋区にあるということですね。

区長　区内で好きな場所・イベントなどは
ありますか。
坂東　なんと言っても石神井川沿いの桜で
すね。あれだけの桜並木はめったにありま
せん。公園が充実している点も魅力です。
孫が生まれてからは、板橋こども動物園に
もよく行きますよ。
区長　そうなんですか！よく行かれるんで
すね。
坂東　孫をポニーに乗せて写真を撮ったり、
ヤギ・ヒツジたちに餌をあげたりしていま
す。ほかにも気になっているのは、いたば
しプロレスリングです。以前、NHKの番
組で板橋区を紹介させていただいたとき
に、画面越しにお話をしただけで、まだ試
合を観に行けていないんです。それから、昔
から続く商店街も、実際に行ったことがあ
るところは少ないので、散策したいです。

ありますが、歌舞伎とは本来尖
とが

ったものな
のです。400年以上にわたり人々に支えら
れてきた側面と最先端な側面が、今の歌舞
伎を形作っていると思います。
区長　区政でも伝統の継承と創造・革新は
非常に重要で、「SDGs未来都市」はまさに
これに通じるものです。区では、絵本のま
ちを軸とし、交流とにぎわい・子育てしや
すい環境を創出することで、若い世代の定
住化を図っています。そして、区民のみな
さんがいつまでも元気に活躍できる、学び
と緑豊かな環境を創造しながら、未来志向
の持続可能なまちづくりを推進していると
ころです。これから10年先、100年先へと
発展し続けていくために、常に創造・革新
を図りながら、区政運営に努めていきたい
と考えています。

区長　坂東さんはご自身のブログでも、区
内での様子などを投稿されており、板橋区
への愛着を感じます。お住まいになって感
じる板橋区の印象・魅力は何でしょうか。
坂東　板橋区に住んで30年以上になります
が、都心に近く、劇場に行くのも便利です
し、大好きな自然がたくさんあるところが
魅力です。特に、石神井川沿いはお気に入
りの場所で、緑・川・鳥の鳴き声などが身
近にあることが、役者としての支えになっ
ています。また、板橋区には価格が手頃で
おいしいものが多いですよね。お店の方・
地元の方も本当にいい人たちばかりです。

区長　坂東さんは、昨年は歌舞伎の舞台に
加え、NHK大河ドラマでのご活躍があり、
そして板橋区観光大使も務めていただき、
お忙しい１年だったと思います。どのよう
な年でしたか。
坂東彌十郎さん（以下、坂東）　おかげさま
で随分と仕事のお声がかかりまして、これ
まで以上に活動の幅が広がった１年でした。
昨年１月にNHK大河ドラマの放送が開始
されてからは、こんなにも反響があるのか、
と驚いています。区内のお店で食事をする
ことが多いですが、声をかけてもらうこと
が急に増えましたよ。また、３年ぶりに開
催された板橋区民まつりに、板橋区観光大
使として参加させていただいたことも嬉し
かったです。
区長　区では、昨年は、長期化するコロナ禍
や原油価格・物価高騰などの影響により、
厳しい社会経済状況が続く中、「東京で一
番住みたくなるまち」の実現をめざし、

「いたばしNo.１実現プラン2025」に掲げる

「SDGs（持続可能な開発目標）戦略」「デジタ
ルトランスフォーメーション（DX）戦略」

「ブランド戦略」の３つの重点戦略を着実
に推進してまいりました。また、区制施行
90周年を迎えるとともに、絵本のまちを軸
とした持続可能なまちづくりへの取組の推
進が評価され、国から「SDGs未来都市」に
選定されるなど、未来を見据えた大きな変
革の年でもありました。
坂東　区政も大きな変化がある１年でした
ね。歌舞伎界でも、コロナの影響は大きく、
舞台が休演になることもありました。その
中でも、いかにみなさんに安心・安全に観
ていただけるかということを常に考えてい
ました。
区長　安心・安全というのは大切なキーワ
ードですね。区政においても、区民のみな
さんの安心・安全な暮らしや地域経済活動
を支えるために、日々全力で取り組んでい
ます。

区長　歌舞伎は大変歴史が長いものですよ
ね。今日まで歌舞伎が
続いているのは、これ
まで培われてきた伝統
・文化を継承しながら
も、常に時代の潮流を
捉え、創造・革新を行
ってきたからではない
ですか。
坂東　歌舞伎は、今か
ら400年以上前の江戸
開幕の年に生まれたと
言われています。庶民
の間で生まれて支持さ
れ、時に幕府から抑圧
を受けながらも、栄枯
盛衰を繰り返してきま
した。そうした歴史の
中で、人々の知恵・エ
ネルギーを取り込みな
がら今に続いてきたと
思います。
区長　重要な根幹の部
分は守りながら、常に
新しい風を取り込んで
いく、と。
坂東　そうなんです。

「傾
かぶ

奇
き

者
もの

」と言う言葉が

区長　今年もますますお忙しくなりそうで
すが、抱負・展望を教えてください。
坂東　大変ありがたいことに、今年も多数
の仕事の依頼をいただいております。ただ、
私の本業は歌舞伎ですので、引き続き舞台
を頑張っていきたいと思っております。１
月の公演では、とても大きな役をやらせて
いただきます。それから、古典だけではな
く、「新作歌舞伎 ファイナルファンタジー
Ⅹ」というゲームを原作とした歌舞伎にも
出演する予定です。
区長　新たな挑戦が広がる１年になりそう
ですね。
坂東　一所懸命やるのは当たり前ですが、
私が演じることで、一人でも多くの方に舞
台へ足を運んでいただくことが大きな目標
です。今年で67歳になりますが、歌舞伎役
者としてもう１歩２歩、前に進んでいきた
いと思っています。
区長　ありがとうございます。区では、令
和５年度は「いたばしNo.１実現プラン2025」
の改定の年であり、板
橋区基本構想の将来像
の実現に向け、計画期
間の残り２年の具体策
を示す重要な年です。
引き続き、区民のみな
さんの生命・財産を守
ることを第一に、ポス
トコロナを見据えた重
点戦略の展開を加速し
ていきます。そして、
だれ一人取り残さない
安心・安全なまち、新
しい技術・価値が暮ら
しを豊かにするまち、
区の魅力が定住・交流
を促すまちの実現をめ
ざしてまいります。
坂東　板橋区観光大使
として、板橋区の良さ
をさらに勉強し、多くの
方に魅力を伝えること
ができればと思ってい
ます。これからもどうぞ
よろしくお願いします。
区長　本日はありがと
うございました。　

区長　石神井川の桜は「板橋十景」に選ばれ
ていますし、板橋こども動物園は令和２年
にリニューアルしました。動物と触れ合う
ことで、子どもたちの感性も磨かれると思
います。いたばしプロレスリングは迫力が
ありますから、ぜひ、間近で観ていただき
たいです。
坂東　そうですか！観るのが楽しみです。
区長　坂東さんだけの特別な場所はありま
すか。
坂東　昔、加賀公園の辺りは加賀藩の下屋
敷でしたよね。石神井川が屋敷の中を流れ
ていたと思うのですが、その中に築山があ
り、今もそのまま公園として残っています。
築山の頂上から遠くに見える景色や夕焼け
は、とても素敵ですよ。

坂本健
板橋区長 歌舞伎役者・板橋区観光大使

坂東彌十郎さん

歌舞伎を演じる坂東彌十郎さん
（平成28年ヨーロッパ自主公演「積恋雪関扉」）

昨年を振り返って

石神井川の桜並木

YouTube区公式チャンネ
ルで、坂東彌十郎さんの
新春動画メッセージを配
信しています。
ぜひ、ご覧ください！

坂東彌十郎さんのサイン色紙を
抽選で５人にプレゼント！

伝統の継承、創造・革新

自然や人と触れ合えるまち

板橋には魅力がたくさん

今年の抱負・今後の展望

区内在住。昭和31年５月 10
日生まれ（66 歳）。歌舞伎座

「奴道成寺」で初舞台。昭和
58 年から３代目・市川猿之
助（現・猿扇）の下で勉強し、
その後、18 代目・中村勘三
郎一門の作品に数多く出演。
昨年は NHK 大河ドラマ「鎌
倉殿の13人」に北条時政役で
出演するなど、歌舞伎以外
にも活躍の場を広げている。

PROFILE

▼ 対象＝区内在住・在勤・在学の方▶申込・
問＝１月 11 日（必着）まで、はがきで、広聴広
報課広報係（〒173―8501板橋区役所）☎3579
―2022※郵便番号、住所、氏名、年齢、今後「広
報いたばし」で取り上げて欲しい特集・テーマ、
区内在勤・在学の場合は勤務先

（所在地）・学校名を明記。※区
ホームページからも申込可※１
人１回のみ応募可。当選者の
発表は、発送をもって代えさ
せていただきます。

▲詳しくはこちらから
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感染防止にご協力をお願いします
発熱・呼吸器症状などがある場合

板橋区新型コロナ健康相談窓口
☎4216−3852

（平日９時～17時、
１月１日㈷～３日㈫を除く）

東京都発熱相談センター
☎5320−4551・☎5320−4411
☎6258−5780・☎5320−4592
（いずれも24時間）

東京都発熱相談センター
医療機関案内専用ダイヤル
☎5320−4327・☎5320−5971
☎5320−7030（いずれも24時間）

新型コロナウイルスワクチン相談窓口
板橋区新型コロナワクチン

コールセンター
☎0120−985−252

（９時～18時、１月１日㈷～３日㈫を除く）

「板橋のいっぴん」は、平成15年から、区民のみなさんに選ばれた区を代表する食のブランド品として愛されてきました。
このたび、時代・利用者の要望に合わせて、品ぞろえをリニューアルしました。

大切な人への贈り物や自分へのごほうびとして、ぜひ、「板橋のいっぴん」をご利用ください。

その他の商品など詳しくは
専用ホームページを
ご覧ください

産業振興課商業振興係☎3579−2171問　合

幻のチーズケーキ
クリオロ（向原３-９-２）VIVA★CAT'S COFFEE

またたびブレンド
里親募集型保護猫カフェ
CAT'S INN TOKYO

（小豆沢３-４-17）

高島平ビール
若松屋酒店（高島平５-53-２）

滑らかすぎる
プリン

Patisserie Corte
（高島平１-57-１）

※平成20年度以前に認定された「区民が選んだ板橋のいっぴん」は、今後も「殿堂入り商品」として取扱を続けていきます。

　区の鳥・ハクセキレイが、「板橋のいっぴん」
を贈る様子を表しています。２羽のハクセキレ
イは作り手（お店）・買い手（お客様）、中央の小
包は「板橋のいっぴん」を表現し、ハート形のリ
ボンにはみなさんの心がほっと温かくなるよう
に…という思いが込められています。

新しいロゴマークができました審査会を行いました 　昨年10月25日に、板橋区観光大使・
坂東彌十郎さんや食の分野の専門家な
どによる審査会を行いました。審査会
では、実食による味・見た目、商品へ
のこだわり・独自性、お店の地域との
関わりなどを総合的に評価し、新しい
「板橋のいっぴん」を選定しました。

「坂東彌十郎
セレクション（５品）」を
選ばせていただきました

コク旨マルジューカレーパン
ベーカリーカフェ
マルジュー大山本店

（大山町５-11）

特別賞（一例）

鳥新の半身焼き
鳥新本店（仲宿39-３）
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